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チ ー ム医療
医療安全対策チ ー ム
＊看護職がケアの提供にお いて、対象者の安全確保のための安全管理 を行うことはその識務です。

＊ケアの提供における安全とは、対象者の療養生活上さらされる危険を 回避し、適切な 医療の提供を行うことです。

感染防止対策チ ー ム 地域医療連携室
他の医療機関や福祉旅設と連携を 取りな がら 、患者
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院内感染防止対策委員会を中心に、院内 の感染予防

に取り組んでいます。現場における感染対策状況の

確認·指専や教育 ・ 研修などの活動も行っています。

さんとこ家族のニ ー ズに応え、経済的 ・ 心 理 的な問 医療安全対策チ ー ム

栄養サポ ー トチ ー ム(NST)

医師、看護師、薬剤師、管理栄養士など多くの職種が

チ ー ムの一員として連携して、入院患者さんに最良

な栄養療法を 提供しています。

キャリアラダ ー

国立病院機構で構築したACTyナ ー スに加え、

看護師経験年数に応じた「キャリアラダ ー 』シス

テムを導入し、あなたの力を伸ばします。

基礎看護技術

題にも一 緒に向き 合い、支えています。

褥癒対策チ ー ム
院内褥癒発生の 予防を目的に活動を行っています。

定期的に勉強会を開催したり、多職種チ ー ムで週1回、

褥癒のある患者さんの回診を行っています。

基礎看護技術
リアリティ ー ショックヘの対応

急変時の対応
多重課題

レベル I
助言や指導を

受けながら
看護実践を行える

（新人レベル）

メンバ ー シップ
看護実践

レベル II

部署内で自立して
看護実践を行える

（一人前レベル）

スペシャリスト — -------------------------------

脳卒中リハビリテ ー ション看護認定看護師看護師 ●平賀 歩

回復期リハピリテー ション病棟を中心に活動をしています。 入浴 ・ 移動など）を獲得できるようチ ー ムで支援しています。

毎日の生活は、ます患者さんの病気の管理が基本となります。 また、患者さんお よびご家族の方に、病状が理解できるような

その上で急性期から脱した患者さんの合併症の予防やリハビ 説明や障害から見えにくい今後の症状などを イメージできるよ

リテーションを実施しながら、口常生活の動作（食事•更衣·トイレ ・ う、さらには今後必要とな る社会資源などの説明をしています。

院内認定脊髄損傷看護師副看護師長●溝口 麻里

脊髄摂傷の部位によって、患者さんの症状は様々で、 有して、連携を図っていくことが重要です。 提供した

またその方の家族背景や自宅環境もそれぞれ異なり 看護が患者さんのその 後 のQOL を 大きく左石し ま

ます。 患者さんと じっくり接し、1つでも多く日常生活 すので、少しでもAOLが拡大できて退院目標に到達

動 作を再獲得できるよう関わり、自宅に戻れるようサ できた時には、大きな 達成感と喜びを感じることが

ポ ー トしています。 そのためには、多聰種 で情報を共 できます。

リ ー ダー シップ研修

コミュニケー ション技法
リー ダ ー シップ

レベルIII
部署内で

リ ーダーシップを
発揮しながら

看護実践を行える

謳床指導者
指導的役割

エキスパ ー トコ ー ス
（院内 認定コー ス）

レベルW
看護部全体に

影響を及ぼしながら
スタッフに指導を行い、

役割モデルとなれる

院内認定コ ー ス

実習指導者講習会

レベルV
院内全体に

影響を及ぽしながら、
質の向上が園れる

実習指導者講習会
幹部看護師任用候補者選考

日本運動器看護学会認定運動器看護師麟護師長●竹谷 小百合

当院は整形外科に特化しており、学会認定看護師として働 が短くなってきていますが、整形外科患者さんも早期に退

けることに誇りを感じています。主に病棟で看護ケアを行 院しており回復の早さに驚かされます。周術期を経て症状

っていますが、スタッフからの相談を受けたり、研修運幽サ の改善が得ら れ笑顔で退院される患者さん達に関われる
ポー トの学会委員としても活動しています。昨今入院日数 ことが一番の喜びです。

管理職
幹部看護師等管理研修

副看護師長研修

認定看護師

専任看護師

認定看護師
登成研修

皮膚・排泄ケア認定看護師 副看護師長●小泉 亜理沙

当院には、脊椎疾患や頚椎•腰椎の安静のためコルセット 創（キズ）を 改善 することたけに注目せす、これから先の [-1 -f

を使用するなど褥溢のリスクの高い方が多くいらっしゃ 生活を 見据えたケアの方法を病棟看護師と協力して提案 ";:,'::... 

います。 病棟や外釆での褥疸ケアに携わる中で、 今ある しています。

感染管理認定看護師副看護師長●佐々木 恭兵

病院は思者さん、面会者、聰員等多くの人が一 堂に会 対策は、誰か一人がやれば良いこと ではありません。

する場です。中には、感染症に対して抵抗力が弱い方 そのため、多くの人 を巻き込み、医療関連感染の低減

もいます。 その中で、当院に関わるすべての人を感染 という目標を共有·達成 できるよう取り組んでいます。

から守るための活動を中心に行っています。感染予防

メ村山医療センタ ー 。
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